
 

 

 

（18）学生会長・同副会長選挙細則 
 
（目的） 

第 １ 条  本細則は、学生会細則第１１条の規定に基づき学生会長（以下「会長」という。）および同副

会長（以下「副会長」という。）の選挙について必要な事項を定めることを目的とする。 

（選挙権・被選挙権） 

第 ２ 条  選挙権は、全会員が有し、被選挙権は、４年生以下の全員が有する。ただし、リコールの時期

によっては、５年生の会員が被選挙権を有することもある。 

（選挙管理委員会） 

第 ３ 条  各学級から１名ずつ選出された選挙管理委員（以下「選管委」という。）によって、選挙管理

委員会（以下「選管会」という。）を組織する。 

２ 選管委の任期は、１年間とする。 

３ 選挙管理委員長・同副委員長は、執行部が任命したものが執り行う。 

４ 候補者は、選管委になることはできない。 

第 ４ 条  選管会の招集は、会長が行う。 

第 ５ 条  選管会の任務は、次のとおりとする。 

  (1) 選挙の公示および立候補の受付 

   (2) 候補者一覧表の作成および掲示 

   (3) 選挙公報の発行 

   (4) 立会演説会の開催および管理 

   (5) 投票および開票ならびに結果の公表 

   (6) その他選挙の管理、運営に必要な事項 

（選挙日程） 

第 ６ 条  選挙日程は、原則として次のとおりとする。 

   (1) 選挙の公示    １２月上旬 

  (2) 立候補の受付開始 

  (3) 立候補の受付締切 １２月中旬 

  (4) 選挙公報の発行 

  (5) 立会演説会の開催  １月上旬 

  (6) 投票および開票  １月中旬 

  (7) 結果の公表 

（選挙公示） 

第 ７ 条  選挙公示には、少なくとも、次の事項が明示されていなければならない。 

   (1) 立候補の受付開始月日、時刻および場所 

  (2) 立候補の受付締切月日、および時刻 

  (3) 立会演説会の開催月日、時刻および場所 

  (4) 投票の月日、時刻および場所 

  (5) 開票の月日、時刻および場所 

  (6) 開票、結果の公表の月日、および場所 

（立候補の届出） 

第 ８ 条  被選挙権を有する者が立候補する場合には、必要な場合は庶務担当者１名を添えて選挙管理委

員長に届け出なければならない。 

第 ９ 条  削除 

（選挙運動） 

第１０条  候補者は、立候補受付締切の翌日から投票日の昼休みまで選挙運動を行うことができる。 

第１１条  削除 

第１２条  候補者は、選挙運動として選管会が主催する立会演説会の他に選管会の認可のもとに討論会等

を行うことができる。 

第１３条  寮における選挙運動は一切認めない。 

第１４条  候補者およびこれを応援する者が選挙違反をしたと選管会が認めた場合には、候補者は、選管

会の厳正な処置に従わなければならない。 

（選挙公報の発行） 

第１５条  選管会は、候補者の人数および名前の一覧、それぞれの候補者の経歴・所信等を記載した選挙

公報を発行しなければならない。 

（立会演説会） 



 

 

 

第１６条  選管会は、投票日までに立会演説会を開催しなければならない。候補者は、立会演説を行う義

務があり、会員は、立会演説会に出席する義務を負うものとする。 

第１７条  応援演説は、１候補者につき１名以内とする。 

第１８条  演説の時間については、選管会の指示に従わなければならない。 

（投票） 

第１９条  投票は、無記名投票とする。 

第２０条  投票方法は、選管会が定める。 

第２１条  投票は、各学級毎に行い、各学級の選管委が投票方法を説明し、投票させる。 

第２２条  投票は、投票総数が全会員の５分の３以上であったときに成立し、５分の３未満の場合は、後

日再投票を行う。 

第２３条  候補者数が定数のときは、信任投票とする。 

第２４条  不在者投票は、原則として認めない。ただし、選管会が承認した場合には、この限りではない。 

（当選人） 

第２５条  最高得票者を当選人とする。 

第２６条  信任投票においては、有効投票の過半数の信任票を得た者を当選人とする。 

第２７条  信任投票において、規定の信任票を得られなかった場合は、再度候補者をつのり再選挙を行う。 

（無効投票） 

第２８条  次の各号の一つに該当する場合は、無効投票とする。 

  (1) 規定の投票方法によって行われなかったもの。 

  (2) ２名以上の候補者に投票されているもの。 

  (3) 白紙票 

  (4) その他選管会が無効と判断したもの。 

（開票） 

第２９条  開票は、投票日に選管会が行い、これを公表しなければならない。 

第３０条  庶務担当者は、立会人になることができる。 

（雑則） 

第３１条  候補者が定数に満たないときは、選管会の判断で立候補受付締切日を多少遅らせることができ

る。その結果においても候補者が定数に満たないときは、締切日から１週間以内に５年生を除く各学級

から１名以上の候補者をたて、その候補者は、会長又は副会長のどちらかに立候補しなければならない。 

 

   附 則 

   この細則は、昭和 45年７月 15日から実施する。 

  （この間の附則省略） 

   附 則 

   この細則は、平成 14年 11月２日から実施する。 

   附 則 

   この細則は、令和２年４月１日から実施する。 

附 則（令和 3.2.15） 

      この細則は、令和３年４月１日から実施する。 

 

 
 


